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論文審査の要旨 

 

乳癌の術前化学療法(NAC)は，乳癌診療において広く用いられている治療法である．

特に HER2 陽性乳癌は NAC により，原発巣のみならず腋窩リンパ節においても病理学

的完全奏効（Ax-pCR）を認める症例が 40%近く存在するとされている．しかしながら，

術前に臨床的腋窩リンパ節転移陽性と診断された患者は，全例に腋窩リンパ節郭清術が

施行されている．本研究は NAC 後に腋窩リンパ節郭清を省略するための予測因子の同

定を目的とした．2011 年１月から 2018 年 12 月の期間に当施設で施行した 629 例の乳癌

手術症例において，術前腋窩リンパ節転移陽性と診断し，NAC を行い，その後手術を施

行した 60 例を対象とした．治療前原発巣の腫瘍組織浸潤リンパ球 (tumor-infilatrating 

lymphocytes；TIL)濃度，乳癌原発巣の Subtype，臨床病理学的因子と NAC 後の Ax-pCR

との関連について検討した．60 例中 Ax-pCR を認めたものは 24 例（40%)であった．Ax-

pCR の有意な予測因子を検討した結果，単変量解析では ER/PgR 陰性乳癌（HR 陰性乳

癌），HER2 陽性乳癌，TIL 高値で有意差を認めたが，多変量解析では，TIL 高値のみが

独立した予測因子であった．また，TIL 高値は，60 症例中 25 例（41.7%）に認めた．こ

の 25 例中の 11 例（44%)が HER2 陽性で，11 例全例に Ax-pCR を認めた．以上の結果よ

り，治療前原発腫瘍内の TIL 濃度が高く，かつ HER2 発現が陽性の乳癌に関しては，NAC

後に腋窩リンパ節郭清を省略できる可能性があると結論づけた． 

公聴会においては，Ax-pCR と乳癌 Stage の関係性，TIL のサブタイプ別解析予測，造

影超音波検査を用いた Ax-cCR の評価法，TIL と画像検査の関係，本研究の実用化を目

指す今後の臨床研究のあり方，また今回の結果に基づく展望等について質疑応答がなさ

れ，いずれも的確な考察のもとに適切かつ的確に回答がなされ，博士（医学）の学位に

値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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